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平成２３年５月 全国百貨店売上高概況 

平成２３年６月１７日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,８２０億円余 

２．前年同月比     －２.４％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８６社 ２５５店 （平成２３年４月対比＋１店） 

４．総店舗面積     ６,３７７,０４４㎡ （前年同月比：－２.４％） 

５．総従業員数     ９０,１５７人 （前年同月比：－５.７％） 

６．３か月移動平均値   10-12 月 －０.６％、11-1 月 －１.１％、12-2 月 －０.８％、 

              1-3 月 －５.４％、2-4 月 －５.８％、3-5 月 －６.５％ 

 

  ［参考］平成 22 年 5 月の売上高増減率は－２.１％（店舗数調整後） 

 

【５月売上の特徴】 

３か月連続の前年同月比マイナスとなった。 

５月は、基調的には、震災による自粛ムードが薄れ消費マインドの回復傾向も見られたが、

一部高額消費に対する慎重姿勢が残っているほか、異例に早い梅雨入りや月末の台風接近な

ど天候不順が続き集客に影響したこと、さらには土曜日が前年に比べ１日少なかったことな

どから、４月と同様に前年実績を若干下回る結果となった。 

 具体的な動向としては、震災後の復興消費の拡大（被災した生活材の買い替え需要など）で東北地区が

大幅な伸び（６.２％）を示したこと、大規模増床や新規出店のあった大阪と福岡では百貨店へ

の注目度が上がり活況（店舗調整前伸び率：大阪７.７％、福岡１１.６％）を呈したこと、節電意識の高まり

からクールビズなど夏の暑さ対策商材が前倒しで好調に推移したこと、家族の絆を重視する

気運が背景となり母の日商戦が例年以上に盛り上がったことなどプラス要素がある一方、マ

イナス要素としては、気温低下で主力の婦人衣料が苦戦したことや旅行関連需要（旅行用品、土産

品購入等）が低調であったこと、などが報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 低気圧や前線および台風などの影響により､全国的に降水量が多く､日照時間は少なかった。また､太平洋高気圧

の強まりにより､前線が停滞し湿った空気の影響を受けることが多くなり､平年よりかなり早く梅雨入りした。 

(2) 営業日数増減    ３０.９日（前年同月比＋０.１日） 

  (3) 土･日･祝日の合計    １２日（    〃   －１日／土曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 

     ①増加した：３７店、②変化なし：２２店、③減少した：７２店、④不明：４３店 

  (5) ５月歳時記（ＧＷ、子供の日、母の日）の売上（同上） 

     ①増加した：３４店、②変化なし：５０店、③減少した：３４店、④不明：５６店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

     ①増加する：１９店、②変化なし：７４店、③減少する：３１店、④不明：５０店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 482 ,072 ,247 100 .0 -2 .4 (  -1 .9 )

10都市 313 ,387 ,103 65 .0 -2 .7 (  -0 .9 )

札幌 11,781,067 2.4 -2 .0

仙台 6,800,353 1.4 6 .7

東京 116,601,468 24.2 -4 .3 (  -4 .6 )

横浜 28,108,829 5.8 0 .2 (  -0 .6 )

名古屋 27,559,544 5.7 -2 .1 (  -6 .0 )

京都 18,790,953 3.9 -3 .4 (  -4 .9 )

大阪 64,204,426 13.3 0 .6 (  7 .7 )

神戸 13,086,205 2.7 -4 .4

広島 11,063,458 2.3 -2 .1

福岡 15,390,800 3.2 -12 .1 (  11 .6 )

10都市以外の地区 168 ,685 ,144 35 .0 -1 .8 (  -3 .5 )

北海道 2,711,991 0.6 -2 .0

東北 8,539,136 1.8 6 .2 (  -10 .0 )

関東 81,525,428 16.9 -2 .5 (  -4 .0 )

中部 13,433,389 2.8 -2 .6

近畿 16,117,833 3.3 0 .9

中国 11,754,271 2.4 -4 .0

四国 8,813,160 1.8 -0 .2

九州 25,789,936 5.3 -2 .8 (  -4 .0 )

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 482 ,072 ,247 100 .0 -2 .4 (  -1 .9 )

紳士服・洋品 36,410,844 7.6 -0.8 (  0.8)

婦人服・洋品 110,738,224 23.0 -4.0 (  -4.1)

子供服・洋品 13,856,199 2.9 -1.7 (  -0.8)

その他衣料品 12,159,178 2.5 -6.3 (  -7.2)

衣　　料　　品 173 ,164 ,445 35 .9 -3 .3 (  -3 .1 )

身のまわり品 64 ,147 ,967 13 .3 -0 .8 (  0 .3 )

化粧品 26,648,192 5.5 -4.8 (  -4.5)

美術・宝飾・貴金属 21,390,115 4.4 -4.9 (  -4.6)

その他雑貨 19,262,332 4.0 -2.9 (  -2.6)

雑　　　　　　貨 67 ,300 ,639 14 .0 -4 .3 (  -4 .0 )

家　　具 6,331,376 1.3 -5.8 (  -5.4)

家　　電 1,542,623 0.3 5.1 (  4.8)

その他家庭用品 17,345,510 3.6 -3.0 (  -3.1)

家　庭　　用　品 25 ,219 ,509 5 .2 -3 .3 (  -3 .3 )

生　鮮　食　品 27,574,963 5.7 -1.2 (  -1.1)

　菓　　子　 30,917,732 6.4 -0.7 (  1.5)

　惣　　菜　 27,676,857 5.7 1.0 (  1.9)

その他食料品 35,079,020 7.3 1.3 (  1.0)

食　　　料　　　品 121 ,248 ,572 25 .2 0 .2 (  0 .9 )

食　堂　　喫　茶 14 ,471 ,843 3 .0 -2 .4 (  0 .4 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,776 ,681 1 .2 -5 .8 (  -7 .2 )

そ　　の　　他 10 ,742 ,591 2 .2 -6 .9 (  -7 .5 )

商　　　品　　　券 16 ,474 ,875 3 .4 -6 .7 (  -6 .9 )

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

    総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2011年05月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向       －２.７％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向  －１.８％（   〃   ／３か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －２.７ －１.７ ３か月連続マイナス 

札 幌 －２.０ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

仙 台 ６.７ ０.１ ３か月ぶりプラス 

東 京 －４.３ －１.１ ３か月連続マイナス 

横 浜 ０.２ ０.０ ２か月連続プラス 

名古屋 －２.１ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

京 都 －３.４ －０.１ ３か月連続マイナス 

大 阪 ０.６ ０.１ ２か月連続プラス 

神 戸 －４.４ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

広 島 －２.１ ０.０ ３９か月連続マイナス 

福 岡 －１２.１ －０.３ ３４か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －１.８ －０.６ ３か月連続マイナス 

北海道 －２.０ ０.０ ７か月連続マイナス＊ 

東 北 ６.２ ０.１ ２か月連続プラス＊  

関 東 －２.５ －０.４ ３か月連続マイナス 

中 部 －２.６ －０.１ ３か月連続マイナス 

近 畿 ０.９ ０.０ ２か月連続プラス 

中 国 －４.０ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

四 国 －０.２ ０.０ ４７か月連続マイナス 

九 州 －２.８ －０.２ ４５か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目では、食料品が３か月ぶりのプラス。マイナスは衣料品、身のまわり品、雑 

貨、家庭用品。また、家電、その他食料品が３か月ぶり、惣菜が７か月ぶりにプラスと 

なった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －２.４ ― ３か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －０.８ －０.１ ７か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －４.０ －０.９ ３か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１.７  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －６.３ －０.２ ３９か月連続マイナス 

衣料品 －３.３ －１.２ ３か月連続マイナス 

身のまわり品 －０.８ －０.１ ３か月連続マイナス 

化粧品 －４.８ －０.３ ３か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －４.９ －０.２ ５１か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －２.９ －０.１ ４２か月連続マイナス＊ 

雑貨 －４.３ －０.６ ３９か月連続マイナス 

家具 －５.８ －０.１ ４２か月連続マイナス 

家電 ５.１  ０.０ ３か月ぶりプラス 

その他家庭用品 －３.０ －０.１ ３か月連続マイナス 

家庭用品 －３.３ －０.２ ３か月連続マイナス 

生鮮食品 －１.２ －０.１ ７か月連続マイナス＊ 

菓子 －０.７  ０.０ ２か月ぶりマイナス＊ 

惣菜 １.０  ０.１ ７か月ぶりプラス＊ 

その他食料品 １.３  ０.１ ３か月ぶりプラス＊ 

食料品 ０.２  ０.０ ３か月ぶりプラス 

食堂喫茶 －２.４ －０.１ ７か月連続マイナス 

サービス －５.８ －０.１ ６か月連続マイナス 

その他 －６.９ －０.２ ２か月連続マイナス 

商品券 －６.７ －０.２ ３か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


